
低木状に育つミヤマナラ。
ミヤマナラはミズナラの変種

とされ、幹が根元で分岐して匍
匐し、低木状となる。

冷温帯の山地帯に分布し
高木となるミズナラの木

葉の裏面の拡大写真。左がミズ
ナラ、右がミヤマナラ。ミ
ヤマナラの葉の裏には、
毛が密生している。

自然探訪

本州脊
せき

梁
りょう

山脈の日本海側の雪山にみられるミヤマナラ
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ミ
ズ
ナ
ラ
は
、
日
本
の
冷
温
帯
に
あ
る
山
地
林

の
主
要
な
落
葉
樹
で
、
林
冠
に
達
す
る
ほ
ど

の
高
木
に
育
ち
ま
す
。
一
方
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
は
、
本

州
脊
梁
山
脈
の
日
本
海
側
の
山
岳
地
帯（
亜
高
山
帯
）

に
分
布
し
低
木
状
に
育
ち
ま
す
。
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
は

ミ
ズ
ナ
ラ
の
変
種
と
さ
れ
、
幹
が
根
元
で
分
岐
し

て
匍ほ

匐ふ
く

し
、
葉
は
小
さ
く
、
葉
の
裏
面
に
は
毛
が

密
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
形
態
か
ら
、
多
雪

地
域
の
高
山
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
吹
雪
や

雪
崩
へ
の
耐
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
列
島
で
は
、
冬
に
大
陸
か
ら
吹
く
冷
た
い

季
節
風
が
、
あ
た
た
か
い
日
本
海
を
わ
た
る

こ
と
で
雨
雲
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
雨
雲
が
本
州
脊

梁
山
脈
に
ぶ
つ
か
っ
て
上
昇
冷
却
さ
れ
る
こ
と
で
、

日
本
海
側
に
多
く
の
雪
を
降
ら
せ
ま
す
。
そ
の
た

め
日
本
海
側
の
山
岳
地
帯
に
は
、
多
雪
環
境
に
適

応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
み
ら
れ
、
太
平
洋
側

に
分
布
す
る
近
縁
種
と
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

樹
木
で
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
に
近
縁
な
ユ
キ
ツ
バ

キ
や
、
ユ
ズ
リ
ハ
に
近
縁
な
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ

な
ど
が
そ
の
例
で
す
。
こ
れ
ら
の
常
緑
樹
は
寒
さ

に
弱
い
の
で
す
が
、
雪
に
埋
も
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
冬
の
厳
し
い
寒
さ
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
キ
ツ
バ
キ
や
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
は
低
木
状
で
多
雪

環
境
に
適
応
し
て
お
り
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ユ
ズ
リ

ハ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
遺
伝
的
に
分
化
し
て
い
ま
す
。

青
森
県
の
八
甲
田
山
か
ら
長
野
・
富
山
県
の
白

馬
岳
に
わ
た
る
山
岳
地
帯
の
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
か
ら
遺
伝
的
に
分

化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
海
側

に
特
有
な
多
雪
環
境
が
適
応
進
化
を
も
た
ら
し
、

日
本
列
島
の
植
物
の
多
様
性
を
豊
か
に
し
て
き
た

の
で
す
。
♣

文と写真◉永光 輝義
　企画部国際戦略科長

Nagamitsu Teruyoshi
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